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知
っ
て
い
ま
す
か
？

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
＆
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー

ス
ポ
ー
ツ
実
行
委
員
会

月
７
日
（
土
）
午
後
、
柘
植
中
学
校
体

10
育
館
で
、
柘
植
地
域
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
（
６
区
よ
り

名
参
加
）

19

中
川
実
行
委
員
長
（
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
）
な
ら
び
に
半
田
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
み
ん
な
で
準
備
体
操

を
行
い
身
体
を
ほ
ぐ
し
ま
し
た
。

第
１
種
目
は
、
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
（
フ
ロ
ア

ー
カ
ー
リ
ン
グ
）
を
４
チ
ー
ム
対
抗
で
実
施
、

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
投
げ
方
や
ス
ト
ー
ン

の
距
離
感
に
手
こ
ず
っ
て
い
ま
し
た
が
、
３

試
合
目
を
す
る
頃
に
は

コ
ツ
も
つ
か
ん
で
、
な

か
な
か
の
ハ
イ
レ
ベ
ル

な
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
ル
ー

ル
も
意
外
と
面
白
く
作

ら
れ
て
い
て
、
大
逆
転

な

ど

も

で

き

た

り

し

て
、
大
い
に
み
ん
な
で

沸
き
ま
し
た
。

休
憩
後
、
第
２
種
目
は
、

新
種
目
「
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
。
２
チ

ー
ム
に
別
れ
て
試
合
を
し
ま
し
た
。

大
き
な
ラ
グ
ビ
ー
ボ
ー
ル
風
の
ボ
ー
ル
を

落
と
さ
ず
に
相
手
陣
地
へ
ア
タ
ッ
ク
。
み
ん

な
笑
い
と
汗
で
ハ
ッ
ス
ル
。
柘
植
地
域
の
仲

間
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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柘
植
地
域
合
同
防
災
訓
練

自
主
防
災
実
行
委
員
会

月
７
日
（
日
）
午
前
、
小
雨
の
降
る
中

10
で
し
た
が
、
予
定
ど
お
り
「
合
同
防
災
訓
練
」

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

８
時
の
行
政
無
線
に
よ
る
避
難
指
示
に
従

い
、
各
区
単
位
に
安
否
確
認
を
開
始
。
９
時

ま
で
に

区
す
べ
て
の
第
一
報
を
災
害
対
策

１２

本
部
が
受
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
安
否
不

明
が
約
１
割
あ
り
ま
し
た
が
、
初
動
段
階
と

し
て
は
妥
当
な
数
字
で
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
内
４
つ
の
指
定
避
難
所
開

設
を
初
動
リ
ー
ダ
ー
中
心
に
実
施
、
避
難
誘

導
・
広
報
も
消
防
団
と
の
連
携
し
た
動
き
で

実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
川
区
は
、

い
が
ま
ち
人
権
セ
ン
タ
ー
避
難
所
へ

こ

れ

ま

で

前

川

区

は

宅

地

が

分

散

し

て

い

る

た

め

、

区

内

で

小

・

中

・

人

権

セ

ン

タ

ー

の

３

か

所

に

分

散

避

難

す

る

こ

と

に

な

っ
て
い
ま
し
た
が
、

人

権

セ

ン

タ

ー

一

カ

所

に

区

民

が

集

ま

り

安

否

確

認

な

ど

を

組

織

的

に

取

り
組
み
ま
し
た
。

小
杉
区
で
は車

イ
ス
を
使
っ
た
避
難
も･
･
･

小
杉
区
で
は
、
車
イ
ス
を
使
っ
て
要
援
護

者
と
と
も
に
避
難
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
避
難
所
で
あ
る
小
杉
区
高
齢
者
等

活
性
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
は
、
場
所
に
よ
っ
て

起
伏
の
大
き
い
経
路
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今

回
の
訓
練
で
避
難
方
法
の
あ
り
よ
う
を
実
感

し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
動
リ
ー
ダ
ー
や
避
難
者
の
方
、

み
ん
な
で
避
難
所
開
設
を
！

小
学
校
に
は
岡
鼻
・
小
林
・
柘
植
青
葉
台

・
上
町
の
４
区
が
、
中
学
校
に
は
下
町
・
倉

部
・
野
村
・
中
柘
植
・
山
出
・
上
村
の
６
区

が
避
難
し
ま
す
。
複
数
区
が
集
ま
れ
ば
様
々

な
課
題
も
起
こ
り
が
ち
。
今
回
は
、
集
ま
っ

て
き
た
避
難
者
が
み
ん
な
で
協
力
し
て
避
難

所
を
開
設
す
る
意
識
を
高
め
合
い
ま
し
た
。

市
民
セ
ン
タ
ー
は
、

地
域
の
災
害
対
策
本
部
に･

･
･
･

想
定
で
は
午
前

２
時
に
地
震
が
発

生
と
い
う
こ
と
で
、

明
る
く
な
る
の
を

待
っ
て
、
午
前
７

時
に
柘
植
地
域
災

害
対
策
本
部
を
立

ち
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
訓
練
を
視
察
す
る
た
め
に
、
伊
賀

市
総
合
危
機
管
理
課
や
県
の
防
災
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
職
員
が
様
子
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
消
防
団
か
ら
西
野
さ
ん
松

山
さ
ん
も
連
携
訓
練
と
し
て
対
策
本
部
へ
駆

け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
消
防
団
各
班
で
は
住

民
へ
の
広
報
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど
に
重
き

を

置

き

取

り

組

ん

で

い

た

だ
き
ま
し
た
。

本
部
で
は
、

柘

植

地

域

の

地

図

を

テ

ー

ブ
ル
に
広
げ
、

午

前

８

時

以

降

、

各

区

の

安

否

確

認

情

報
を
集
約
し
、

伊

賀

支

所

と

情

報

共

有

を

し
ま
し
た
。
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小
林
・
横
地
野
～
倉
部
・
余
野
公
園

を
結
ぶ
市
道
を
守
る
た
め
に･

･
･

月
２
日
（
火
）
午
後
、
伊
賀
市
道
路
河

１０
川
課
、
伊
賀
支
所
振
興
課
、
小
林
区
長
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
業
者
、
ま
ち
協
の
約

名
１０

で
、
市
道
の
損
傷
状
況
の
現
地
確
認
会
を
実

施
し
ま
し
た
。

今
後
、
地
域
の
声

を
最
優
先
に
、
関
係

者
と
の
話
し
合
い
を

小
林
区
・
倉
部
区
な

ら
び
に
ま
ち
協
が
協

力
し
て
、
進
め
て
い

く
予
定
で
す
。

サルどこネットに、
アクセスしよう！
柘植まち協のリンク、

または下記QRコードか

らさるドコネットトッ

プページにつながりま

す。画面左にある「ゲ

スト専用閲覧サイト」

に入って、検索を選択

生き物名（ホンドザル）

→（三重県）→（伊賀

地域）→(伊賀C）で調

べてください。

※ただし、情報は当日のみのため、
表示の無い場合もあります。

い
ま
こ
そ
、

サ
ル
追
い
払
い
の
好
機

生
活
環
境
部
会
（
鳥
獣
害
対
策
班
）

月
５
日
（
金
）
午
後
、

10
兵
庫
県
立
大
学
の
山
端
さ

ん
、
三
重
県
農
業
研
究
所

の
鬼
頭
さ
ん
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ

ル
ど
こ
ネ
ッ
ト
の
六
波
羅

さ
ん
、
伊
賀
市
農
林
振
興

課
の
大
鷲
さ
ん
を
招
き
、

最
近
柘
植
地
域
（
小
林
区

・
倉
部
区
）
に
定
住
し
て

い
る
十
数
頭
の
サ
ル
追
い
払
い
方
法
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

最
初
に
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
伊

賀
の
サ
ル
群
（
「
伊
賀
Ｃ
」
約

匹
）
の
誘

14

導
域
、
固
体
数
管
理
状
況
等
を
お
さ
ら
い
し

ま
し
た
。
平
成

年
１
月
～
２
月
に
実
施
し

２９

た
麻
酔
銃
に
よ
る
選
択
的
捕
獲
実
施
に
よ

り
、
現
在
は
次
の
表
の
よ
う
な
個
体
数
で
す
。

明

０

０

３

２

ま
た
、
田
畑
へ
の

不

出
没
率
も
平
成

年
２５

ス

５

１

４
当
時

％
あ
っ
た
の

９０

メ

１
が
、
現
在
で
は

％
１０

ス

１

２

と
な
っ
て
い
ま
す
。

オ

い
ま
こ
そ
、
追
い

上

歳

歳

歳

計

払
い
を
徹
底
し
、
サ

以

５

３

０

合

ル
問
題
を
完
結
さ
せ

歳

｜

｜

る
時
局
と
考
え
ま
す
。

６

４

１

研
修
後
半
は
、
サ
ル
ど
こ
ネ
ッ
ト
の
情
報

〔
ペ
ー
ジ
左
上
参
照
〕

を

ふ
ま
え
、
現
地
（
倉

部
区
の
墓
地
裏
の
山

へ
向
か
い
ま
し
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｓ
発
信
機
を

付
け
た
サ
ル
を
ア
ン

テ
ナ
で
受
信
し
、
方

向
と
距
離
を
推
定
、

５
連
発
煙
火
を
発
射

し
、
追
い
払
い
の
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

現
在
、
柘
植
地
域

で
は
区
長
さ
ん
を
通

じ
て
、
全
住
民
の
み

な
さ
ん
に
、
サ
ル
・

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
あ

る
い
は
ア
ラ
イ
グ
マ

等
有
害
獣
の
記
録
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

被
害
の
記
録
を
残
す

こ
と
で
、
後
々
の
分

析
に
も
役
立
つ
と
考

え
て
い
ま
す
。

月
に
入
る
と
猟

11
期
に
も
な
り
ま
す
の

で
、
組
織
的
な
追
い

払
い
と
捕
獲
に
よ
る

取
り
組
み
を
地
域
一

丸
と
な
る
よ
う
進
め

て
い
く
予
定
で
す
。
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柘植保育園運動会
園児81名（年長18名）

が通う柘植保育園。３回

目となった運動会は、９

月29日（土）午前、雨

のため柘植中学校の体育

館で開催されました。

屋内での運動会となりましたが、子どもも保護者も
参加者みんなで楽しく元気に活動できました。

☆
★
事
務
局
だ
よ
り
☆
★

▼
旧
柘
植
保
育
園
を
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
伊
賀
市
か
ら
無
償
貸
与
を
受

け
て

月
末
で
ま
も
な
く
丸
１
年
。

10

ま
ち
協
が
使
用
許
可
を
出
し
て
い
る

２
団
体
も
順
調
に
運
営
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
▼
さ
る
２
日
、
そ
の

一
つ
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
れ
あ
い
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
都
美
恵
」
の
運
営
推
進

会
議
が
あ
り
参
加
し
ま
し
た
。
地
域

密
着
型
通
所
介
護
施
設
と
し
て
、
半

年
に
一
度
、
会
議
を
開
催
す
る
こ
と

が
規
定
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
現

在
、
利
用
者
の
登
録
は

名
、
稼
働

４２

率
は

％
と
い
う
好
成
績
だ
そ
う
で

９３

す
が
、
今
後
と
も
経
営
の
安
定
と
成

果
を
挙
げ
る
た
め
に
看
護
師
を
募
集

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
お
問
い

合
わ
せ
は
☎
４
５-

３
０
５
２
へ
。

▼
ち
な
み
に
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
都
美
恵

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（ts

u
m
ie
.c
o
m

）

も
ご
覧
に
な
っ
て
く

だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
入
る
の
が
便

利
で
す
。
▼
ス
マ
ホ

も
普
及
し
て
き
て
、
ま
す
ま
す
情

報
化
が
進
む
で
し
ょ
う
。
地
域
の

活
動
も
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
取

り
組
み
た
い
も

の
で
す
。

柘
植

ま
ち
協
Ｈ
Ｐ
は
、

上

の

Ｑ
Ｒ

コ

ー

ド

で

ア

ク

セ

ス
！
（
西
田
方
計
）
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平
成
三
十
年
度

「
し
ぐ
れ
忌
」
の
ご
案
内

山
出
区
で
は
、
芭
蕉
さ
ん
の
遺
徳
を
偲
び
、
毎
年
十
一
月
十
二

日
に
「
し
ぐ
れ
忌
」
を
開
催
し
、
そ
の
偉
業
を
顕
彰
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
も
、
昨
年
同
様
「
し
ぐ
れ
忌
」
案
内
用
の
幟
を
追
加
作
成

し
、
会
場
近
辺
に
立
て
る
予
定
で
す
。

開
催
日
時

平
成
三
十
年
十
一
月
十
二
日
（
月
）
午
前
九
時
半
～

会
場

萬
壽
寺
（
伊
賀
市
柘
植
町
山
出
）

コ
ー
ラ
ス
「
ユ
ー
」
の
方
々
に
よ
る
芭
蕉
讃
歌
の
合
唱
、

開
式
の
こ
と
ば
、
顕
彰
の
こ
と
ば
、
法
要
、
墓
参
、

献
花
と
続
き
ま
す
。
（
公
益
財
団
法
人
芭
蕉
翁
顕
彰
会
主
催
）

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
は
山
出
区
し
ぐ
れ
忌
協
賛
事
業

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

演
題
『
芭
蕉
の
魅
力
』

講
師

高
井
悠
子
さ
ん
（
芭
蕉
翁
記
念
館
学
芸
員
）

※
閉
会
は
午
前
十
一
時
三
十
五
分
の
予
定
で
す
。

本
堂
で
は
、
柘
植
小
学
校
児
童
の
「
芭
蕉
さ
ん
へ
の
絵
手
紙
」
、

「
手
向
句
集
」
の
展
示
、
本
堂
桃
青
殿
で
は
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」

の
特
選
句
の
掲
示
。

境
内
で
は
、
山
出
区
有
志
に
よ
る
「
菊
花
・
寄
せ
植
え
展
」
開

催
、
ご
来
場
者
に
は
、
山
出
区
む
ら
づ
く
り
推
進
委
員
の
女
性
等

に
よ
る
甘
酒
、
お
茶
の
も
て
な
し
も
あ
り
ま
す
。
俳
句
募
集
も
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山
出
区
し
ぐ
れ
忌
協
賛
事
業
実
行
委
員
会


